
 第１号議案

          特定非営利活動法人
          京都観光文化を考える会・都草

１．事業の成果

 令和2年度事業報告書

（令和2年4月1日～ 令和3年3月31日）

 特定非営利活動法人 京都観光文化を考える会・都草（以下都草）は、社会的な信用を着実

に培いながら事業拡大と共に発展をしてきた。 

 昨年度は、新型コロナウイルス感染の世界的流行（パンデミック）に終始した。年が変わっ

た今もその脅威の中にある。そして、都草もこの新型コロナ感染拡大の影響を大きく受けた。

かつて経験の無い過酷な状況下で会員の安全を最優先に考えた結果、人数制限を設けた活動

や活動の延期・中止を長期間強いられることになった。令和3年3月末の会員数は384名となり

前年より減少した。 

 しかしながら、一方で良い材料もあった。感染防止の為に3密を避けるなどの理由から、オ

ンライン会議、オンライン講座、YouTubeの利用、イヤホンガイドシステム導入を積極的に取

り入れることにより、都草活動のデジタル化を進展させた。 

 また、令和3年は都草創立15周年という節目の年であり、今後のさらなる都草の活動の充実・

活性化を図る為、現在の活動全般に対するアンケートを全会員に実施した。 

 都草の独自の活動としては、まず、京都御苑研究会が現行の京都御苑歴史散策案内に新し

く2コースを増やすのに伴い、上京区の助成金を活用し新しいマップを作成。また、コロナ禍

で1回の開催となった京都府立京都学・歴彩館での都草講演会は、地域の伝統的な内容が反響

を呼び、京都新聞にも大きく掲載された。さらに、京都検定対策委員会の活動で、令和2年度

に14回目を迎えた都草京都通模擬試験（京都検定１級受験者対象）は会場開催を断念し自宅

受験とした。受験者は130名だった。 

 執筆事業では、2年前より、白川書院発行『月刊京都』―京都ふしぎの玉手箱―に連載記事

を寄稿、全国の読者に一味違う魅力を提供し、好評を博している。 

 そして、京都古文化保存協会主催の2020年秋京都非公開文化財特別公開では、建仁寺塔頭

両足院の案内事業に携わることができた。 

  

【社会連携事業】 

8年目となる毎週日曜日開催の京都御苑歴史散策ツアーは、11月と12月、2か月間だけの実

施となった。 

京都府庁旧本館で開催の、5年目を迎える旧議場土曜講座のなかで都草が講師を担当する全

6回は、全て中止となった。観桜祭観芸祭も中止となった。 

昨夏14回目を迎えるはずだった大船鉾ボランティアは、祇園祭の巡行中止により、活動す

ることが叶わなかった。 

 美化活動は、新型コロナ感染拡大の影響があったものの、11回実施した。新たに落柿舎や京

都府庁での活動も実施した。新人会員オリエンテーションの効果により、新しい会員の参加

が増加し、役員の増員も図れた。 

 

【会員事業】 【会員事業】 

 歴史探訪会は、11月28日に実施した「麒麟に会いに坂本へ」の1回のみの実施となった。し

かしながら、イヤホンガイドシステムを使用した試みが非常に好評であった。 

 研究発表会は、自己研鑽の場として貴重な機会であり、6回実施した。コロナ禍で、他の活

動が延期・中止になる中、ZOOMでのオンライン公開に挑戦できた。ZOOM やビデオを使用して

録画し、YouTube で会員限定公開をすることにより、多くの方が聴講可能となった。 

 文化交流部会は、2回実施した。そのうちの1回は YouTube で「居籠祭」を申込制の会員限

定公開を実施し、36名が視聴した。また他の1回「町中の能を訪ねて」は、イヤホンガイドシ

ステムを使用した為、街中で密になることを回避できた。6回目になる予定だった―子どもお

茶会 百人一首であそぼ―（共催：明日の京都文化遺産プラットフォーム）は、中止となっ

た。 

 「第10回古文書講座」は、初心者でも読み易い内容とし、全2回のオンライン講座とした。

遠方の会員参加に繋がった。 

都草 わくわく倶楽部の一つの活動であるフィールドワークは、晩秋の嵯峨野へ1回の踏査

と、9月・3月に3回の発表会を実施した。もう一つの祇園祭研究会では、祇園祭が中止となり

活動計画の実施は叶わなかったが、高橋町斎竹奉賛会による「祇園祭の斎竹建て注連縄飾り

について」の講演会は開催できた。また、リモート会議による祇園祭検定問題の精査を、12月

から7回に亘り行った。 

京のこと語り隊は、「京都の世界遺産」のテーマによるパワーポイントを作成、それを活用

して研究発表会で2回発表し、普段の研鑽の成果を出すことができた。 

 ガイド研修は、全面中止となった。 

 

【受託事業：案内業務】 

 施設内案内業務は、京都府庁旧本館旧知事室旧議場が4月5月と公開中止となり、6月から3

月までの活動となった。井筒八ッ橋京都まちなか案内所は、閉鎖となった。また、京都古文化

保存協会よりの依頼で建仁寺塔頭両足院の案内をした。 

 ツアーガイド業務は、京都東急ホテル、京都高齢者大学校のまち歩きが全面中止となるも、

JTBまちあるきは8月～12月、京都御苑歴史散策ツアーは11月～12月に一時再開した。特に、

GOTOキャンペーンでの来訪者が目立った。 

 

【受託事業：講座業務】 

 都草が講師を務める京都新聞文化センター主催の講習会（１級受験者対象）は、昨年で9年

目を迎えたが、コロナ禍のため、東京会場の受験者にはライブ配信で講習を行った。講習に

使用した講習資料は、年々充実してきており、更に高い評価が得られたようである。また、ヤ

サカ自動車様や京都駅ビル開発様の委託を受け、2級・3級受験者向けの講習会も引き続き実

施した。  

 また、京都伝統工芸大学校は、全講座が収録によるオンライン講座となり、講師1名で担当

した。京都高齢者大学校、井筒八ッ橋京都まちなか案内所の四方山ばなし、阪急交通社たび

コト塾（大阪・名古屋・東京）等、は全て中止となった。 

  

 以上、新型コロナ感染拡大という未曽有の状況の下で、活動のデジタル化を積極的に推し

進めると同時に、NPO法人としてできうる限りの社会貢献と活動を通して、会員活動の機会の

創出に努めた。 
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２．特定非営利活動に係わる事業の実績

事業名
従事者
の人数

対象者

大豊神社 8名 会員37名

落柿舎 8名 会員34名

千本ゑんま堂 8名 会員23名

観光地等
における
美化活動

事業内容 実施日 実施場所

 第183回　美化活動
　　　　　　　　　　　「大豊神社」

令和2年1月21日

 第184回　美化活動
　　　　　　　　　　　「落柿舎」

令和2年2月13日

令和2年7月22日
 第185回　美化活動
　　　　　　　　　　　「千本ゑんま堂」

【会員事業】 

 歴史探訪会は、11月28日に実施した「麒麟に会いに坂本へ」の1回のみの実施となった。し

かしながら、イヤホンガイドシステムを使用した試みが非常に好評であった。 

 研究発表会は、自己研鑽の場として貴重な機会であり、6回実施した。コロナ禍で、他の活

動が延期・中止になる中、ZOOMでのオンライン公開に挑戦できた。ZOOM やビデオを使用して

録画し、YouTube で会員限定公開をすることにより、多くの方が聴講可能となった。 

 文化交流部会は、2回実施した。そのうちの1回は YouTube で「居籠祭」を申込制の会員限

定公開を実施し、36名が視聴した。また他の1回「町中の能を訪ねて」は、イヤホンガイドシ

ステムを使用した為、街中で密になることを回避できた。6回目になる予定だった―子どもお

茶会 百人一首であそぼ―（共催：明日の京都文化遺産プラットフォーム）は、中止となっ

た。 

 「第10回古文書講座」は、初心者でも読み易い内容とし、全2回のオンライン講座とした。

遠方の会員参加に繋がった。 

都草 わくわく倶楽部の一つの活動であるフィールドワークは、晩秋の嵯峨野へ1回の踏査

と、9月・3月に3回の発表会を実施した。もう一つの祇園祭研究会では、祇園祭が中止となり

活動計画の実施は叶わなかったが、高橋町斎竹奉賛会による「祇園祭の斎竹建て注連縄飾り

について」の講演会は開催できた。また、リモート会議による祇園祭検定問題の精査を、12月

から7回に亘り行った。 

京のこと語り隊は、「京都の世界遺産」のテーマによるパワーポイントを作成、それを活用

して研究発表会で2回発表し、普段の研鑽の成果を出すことができた。 

 ガイド研修は、全面中止となった。 

 

【受託事業：案内業務】 

 施設内案内業務は、京都府庁旧本館旧知事室旧議場が4月5月と公開中止となり、6月から3

月までの活動となった。井筒八ッ橋京都まちなか案内所は、閉鎖となった。また、京都古文化

保存協会よりの依頼で建仁寺塔頭両足院の案内をした。 

 ツアーガイド業務は、京都東急ホテル、京都高齢者大学校のまち歩きが全面中止となるも、

JTBまちあるきは8月～12月、京都御苑歴史散策ツアーは11月～12月に一時再開した。特に、

GOTOキャンペーンでの来訪者が目立った。 

 

【受託事業：講座業務】 

 都草が講師を務める京都新聞文化センター主催の講習会（１級受験者対象）は、昨年で9年

目を迎えたが、コロナ禍のため、東京会場の受験者にはライブ配信で講習を行った。講習に

使用した講習資料は、年々充実してきており、更に高い評価が得られたようである。また、ヤ

サカ自動車様や京都駅ビル開発様の委託を受け、2級・3級受験者向けの講習会も引き続き実

施した。  

 また、京都伝統工芸大学校は、全講座が収録によるオンライン講座となり、講師1名で担当

した。京都高齢者大学校、井筒八ッ橋京都まちなか案内所の四方山ばなし、阪急交通社たび

コト塾（大阪・名古屋・東京）等、は全て中止となった。 

  

 以上、新型コロナ感染拡大という未曽有の状況の下で、活動のデジタル化を積極的に推し

進めると同時に、NPO法人としてできうる限りの社会貢献と活動を通して、会員活動の機会の

創出に努めた。 
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 第186回 美化活動 「粟田神社」 粟田神社 8名 会員 21名

今宮神社 8名 会員 28名

下御霊神社 8名 会員28名

藤森神社 8名 会員34名

虚空蔵法輪寺 8名 会員25名

京都府庁 8名 会員30名

若宮八幡宮社 8名 会員30名

安楽寺 8名 会員37名

京都御苑
歴史研究会 京都御所・御苑 26名 一般約50名

歴史
探訪会

坂本周辺 8名 会員44名

5名
会員45名

（オンライン
参加30名）

5名 会員30名

4名 会員42名

4名 会員 30名

4名 会員 31名

ひと・まち交流
館

4名 会員 36名

12名
会員・一般

100名

京都市内 4名 会員 20名

2名 会員 36名

オンライン 2名 会員12名

４名 部員

 第6回　都草講演会
　「登り窯は語る」　木立雅朗氏、
　　　　　猪飼祐一氏、安田浩人氏

令和2年10月18日

 第111回 研究発表会
    「山城国の式内社・日本書紀3
　　　　　　（舒明天皇～孝徳天皇）｣

令和2年12月24日

令和2年12月7日

京都市内及び
ひと・まち交流館
京都

ひと・まち交流館
京都

京都府立
京都学・歴彩館

 第94回 歴史探訪会
  　　　　 ｢麒麟に会いに坂本へ｣

令和2年11月28日

ひと・まち交流館
京都

 第108回 研究発表会
    「京都とお酒・祇園祭
　　　　　　　山鉾に描かれた動物｣

令和2年6月22日

令和3年2月18日～
　　　　　　　　　　　20日

 第112回 研究発表会
　「小野篁の実像と伝説」・京都盆地
　　形成の歴史(京都に象がいた！)

令和3年2月26日

 わくわくクラブ　わくわく研究会

京都府立
京都学・歴彩館

 第7回　都草講演会
　「円山公園と西行庵」

ひと・まち交流館
京都

 第109回 研究発表会
  「平安朝列女伝・夢窓疎石の寺々
　　　　　　　　　(世界遺産シリーズ）

令和2年9月29日
ひと・まち交流館
京都

 第110回 研究発表会
    「六条通を歩く・
　　　　　　　　　　京都の鉄道遺産｣

令和2年11月10日
ひと・まち交流館
京都

 第10７回 研究発表会
    「神沢杜口とその主著『翁草』・
　　　　　　　　　　鴨川の橋をめぐる｣

令和2年8月28日

オンライン
 第32回 文化交流部会オンライン
    ｢湧出宮の居籠祭｣ビデオ鑑賞

令和3年1月15日、29日
全2回

令和2年9月・11月、
令和3年3月

 第10回　古文書講座(オンライン）
　　　　　　　　『江戸時代の年賀状』

観光地等
における
美化活動

令和2年12月1日

令和2年12月23日

 第190回 美化活動　「法輪寺」 令和2年11月4日

 第191回 美化活動　「京都府庁」 令和2年11月19日

 第192回 美化活動
　　　　　　　　　　　「若宮八幡宮社」

 第188回 美化活動　「下御霊神社」 令和2年10月5日

 第189回 美化活動　「藤森神社」 令和2年10月21日

 第193回 美化活動　「安楽寺」

京都観光
文化に
関する

調査・報告

 第187回 美化活動　「今宮神社」 令和2年9月24日

令和2年9月9日

 第31回 文化交流部会
    ｢町中の能を訪ねて｣

 京都御苑歴史散策ツアー
令和2年11月～12月
毎週日曜日

中止
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４名 部員

3名 会員

旧知事室等 30名
一般

1778名

旧議場 15名
一般

1561名

井筒八ツ橋

京都市内

醍醐周辺 2名 33名

上京区 5名 42名

ヤサカ自動車
3～4名

/回

ヤサカ社員
約10～15名
会員7名/回

ヤサカ自動車 4名
ヤサカ社員･

会員
約20名

京都経済ｾﾝﾀｰ 6名
一般
80名

京都経済ｾﾝﾀｰ 6名
一般

約80名

ライブ配信 6名
一般

約80名

京都新聞
文化センター

6名
一般

約80名

京都駅ビル 4名 10名/回

京都伝統工芸
大学校

1名/回
学生155名

/回

両足院 4名/日 一般 多数

東福寺 3名/日 一般 多数

安楽寺 3名/日 一般 多数

夙川サロン 2名/回 10/回

宝塚サロン 2名/回 10/回

 京都府庁旧本館に係る
    旧知事室等案内・監視業務

令和2年6月～令和3年
3月（４月、5月は中止）

 京都伝統工芸大学校
　　　　　　　　　　　　　京都学講座

 京都検定講習会 京都駅ビル開発
令和2年9月11日、
9月25日、10月23日、
11月20日

 両足院　秋の特別公開ガイド
令和2年10月25日～
　　　　　　　　12月13日

中止

 京都新聞文化センター主催
 京都検定1級対策講座（京都会場）

 JTB東福寺夜間拝観

京都市内及び
ひと・まち交流館
京都

 醍醐もちもちぃんウォーク

 わくわくクラブ　祇園祭研究会

年5回

中止

 ヤサカ観光講座
令和2年8～11月
         （11回）

令和3年3月14日、28日

 いきいきライフ阪急阪神講座
                               （宝塚）

ひと・まち交流館
京都
及びオンライン

令和3年3月13日

 いきいきライフ阪急阪神講座
                                （夙川）

令和2年5月～
　　　　　令和2年8月
　　　　　　　（全14回）

令和2年10月11日

令和2年9月27日

中止

 京都高齢者大学校
                 ぶらり京都のまち歩き

令和2年10月11日

 京都高齢者大学校講座

 京都新聞文化センター主催
 京都検定1級対策講座（京都会場）

 京都新聞文化センター主催
 京都検定1級対策講座（東京会場）

 京都新聞文化センター主催
 京都検定1級対策講座（京都会場）

令和2年10月31日

令和2年4月・10月

 京都東急ホテル 周辺ウォーク 中止

 ヤサカ観光講座補講（1級用） 令和2年11月18日

 上京街歩き+朗読

京都観光
文化に
関する

調査・報告

受託事業

 京のこと語り隊
令和2年4月～
　　　　　　令和3年3月

令和2年11月18日～
　　　　　　　　11月30日

 安楽寺特別公開
令和2年11月20～23、
28、29日の6日間

年6回

 京都府庁旧本館に係る
    議場案内・監視業務

令和2年6月～令和3年
3月（４月、5月は中止）

 井筒八ツ橋 ｢四方山ばなし｣
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箕面サロン 2名/回 10/回

京都市内 20名 ＪＴＢ顧客

京都府庁
旧本館

12名 一般約30名

阪急交通社
東日本営業部
新橋センター

1名
一般

約130名

京都の歴史・
文化の紹介 京都市内 21名 一般 多数

講座
各受験者が
自宅で受験

17名
会員・一般
約140名

阪急交通社
梅田グランドビル

『月間京都』連載
　　　　　　「京都ふしぎの玉手箱」

 第14回 目指せ京都検定1級
          　　　　　京都通模擬試験

令和2年10月

 令和2年度
　　　春・秋の府庁一般公開 案内

中止

 阪急交通社　たびコト塾　東京 年3回

 阪急交通社　たびコト塾　大阪

  ＪＴＢまちあるき

令和2年4月 ～ 令和3
年3月（各土・日曜日）
のうち、8～12月のみ
実施

 令和2年4月～
　　　　　令和3年3月
　　（月1回）

年5回
（うち1回はオンライン）

 いきいきライフ阪急阪神講座
                               （箕面）

年4回

受託事業
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